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日本映像民俗学の会 

2025 年度 第 1 回 研究会のご案内 
 

日本映像民俗学の会では、発足当初から、映像民族誌映画を観て「映像表現の多様性」を議論するワ

ークショップを行ってきました。2025 年度は、前年度の『映像と女性』のテーマを引き継ぎ、さらなる議

論の深化を目指します。 

今回は、「女性シャーマンと信仰－日本とインドネシアの映像をとおして」をテーマに、日常生活に垣間見

る女性と信仰の記録映像を上映、討議を深めて行きたいと思います。 

 

シリーズ：映像と女性 

『女性シャーマンと信仰 -日本とインドネシアの映像をとおして-』 
≪上映作品≫ 

『神の御国ができました』（25分）1964年／日本／野田真吉 

「世界平和は己の心の平和から」と捉える天照皇大神宮教の教祖、北村サヨ。教祖が説く教えを中心に、神行（しんこう）の

日々を送る同志の世界ができたことで、「神の国ができた」とする。サヨは、嫁ぎ先で放火の疑いをかけられたことをきっかけに丑の

刻参りや水行を開始。その後、人々に教えを説き始めた。宇宙一切のもの、そして、人の過去の行状から前世にいたるまで、見る

ことができたという。 

『日本のおんなたち 津軽じょんがら女考 -青森- 』（25分）19７６年／日本／北村皆雄 

東北地方には、木のぼっくいで作られた馬と女性のカップル像が祀られている。「オシラさま」と呼ばれ、特に女性に慕われ、家の

安寧を護ってくれると信じられている。旅好きの神様で、夢枕に現れると旅に出なければならないという。そんなことから津軽の女た

ちは１年に一度お寺に集まって「オシラさま遊ばせ」をする。オシラ様は、娘と馬の「馬娘婚姻譚」というお蚕様の発祥伝説として

イタコたちに語り継がている。 

『Balinese Trance Séance』（30分）1980年／インドネシア／ティモシー・アッシュ 

インンドネシア・バリ島において、1980 年代に人類学者リンダ・コナーと映像作家ティモシーとパティ・アシュが製作した、霊媒

Joro Tapakan に係る 4部作のひとつ。ジョロ・タパカンは修行ののち、聖別の試験（成巫式）を受け、始めてトランス状態を体

験する。こうして神のお召しの実践が可能になった。超自然的な力を訓練で身につけており、２０年余り霊媒として修練し、交霊

式を実践してきた。年を経るにつれ依頼人も増え、独自の呪薬を獲得。呪医としても繁盛している。 

 

〈スケジュール〉 
【日時】 2025年 7月 5日（土）13:30～（13:00開場） 
13:30～13:40 代表挨拶（北村皆雄）、プログラム解説（亘 純吉）  
13:40～14:20 上映『神の御国ができました』（25 分） 

解説：大塚正之（15分） 
14:20～14:30            ≪休憩≫ 
14:30～15:10 上映『日本のおんなたち 津軽じょんがら女考 -青森-』（25分） 

解説：北村皆雄（15分） 
15:10～15:20             ≪休憩≫ 
15:20～16:25 上映『Balinese Trance Séance』（30分） 

解説：亘 純吉（15分） 
16:25～16:40             ≪休憩≫ 
16:40～17:30 討論・質疑応答 
※18:00～  懇親会 

【資料代】 会員：無料、非会員：500円 

【会場】 

四谷スポーツスクエア 会議室Ｒ（47 席） 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-6-4 

アクセス：ＪＲ「四ツ谷」駅徒歩約 2分 
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